
 
 
 

ピーオーピー創立40周年記念事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  視察企画：株式会社ピーオーピー「見本市展示会通信」 

旅行企画・実施：㈱近畿日本ツーリストコーポレートビジネス  第5営業支店 

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町1-13 住友商事神田和泉町ビル12階 

TEL:03-6891-9305  FAX:03-6891-9405                                                         
営業日・営業時間：（月～金）9:30～17:30（土･日･祝祭日は休みです） 

 
 
 

 
 
 

観光庁長官登録旅行業第1944号 一般社団法人日本旅行業協会正会員 

ボンド保証会員、旅行業公正取引協議会員 

 

 

 

 

 

 

 

展示会／コンベンション現況調査団 

（タイ・カンボジア） 

参加のご案内 

旅行期間：２０１8年９月２５日（火）～９月２９日（土）4泊5日 

TEL:03-6891-9305


 

 
  
「見本市展示会通信」では、展示会・イベント産業に携わる専門家の皆様方のチームによる 
海外イベント／コンベンション現況調査団を1989年以来、必要に応じて適正な都市へ派遣しております。 
今回はタイ・バンコク／カンボジア・シュリムアップの２都市への調査団を 
2018年９月25日（火）から29日（土）までの５日間の日程でご案内申し上げます。 
 
 アジア諸国の経済成長力は著しく、世界の産業の新たな創出の場として注目度はこれまで以上に高まっております。 
特にタイは“おもてなしの国”として観光に力を注いできましたが、近年はＭＩＣＥビジネスを国策として 
採り入れながら経済政策を進めており、インフラ整備も10年前と比して飛躍的な変貌を遂げています。 
また、カンボジアは農業国とはいえ世界遺産のアンコール遺跡やロリュオス遺跡があり、中でもシュリムアップは 
観光の町として有名で、アフターコンベンションの活かし方を参考にできるのではないでしょうか。 
  
そこで、今回の調査団は、バンコクではアジア屈指の展示施設「ＩＭＰＡＣＴ」など、 

国として産業の発展期にある展示会事情を視察し、カンボジアではシュリムアップを視察します。 
  
それぞれの訪問先では会場関係者とのミーティングやブリーフィングなどを通し、各国のイベント運営方法、 

アフターコンベンションへの対応、都市機能の調査など、ハイレベルな交流と現況を見据えた視察を 
計画しておりますので、見本市展示会、イベント／コンベンションに携わる貴社(会)の事業展開において、 
広く活用できる調査視察内容になるものと確信しております。 
  
つきましては、時節がらご多忙の事とご推察いたしますが、万障お繰り合わせの上、 
奮ってご参加賜りますようにお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
■Flying Elephant Co.,Ltd フライングエレファント社 
 

MICE/展示会ビジネスの発展が著しいバンコックに本拠を置く、日系のイベント運営会社。 
JETRO,JNTOなどの展示会や在タイのイベントにおける展示を幅広く担当している。 
今回は、最新のタイ情報を含めインドシナ半島のトレンドについて意見交換を予定している。 

 
 
 
 
■IMPACT Arena, Exhibition and Convention Centre     インパクト・ムアントーンターニー 
 
バンコック郊外にある、コンベンション・エキシビション・アリーナからなる複合施設。 
1998年にアジア大会の競技場として建設された。 
その後増築されて2006年に世界最大の柱のない屋内ホールが建築され、 
数多くの見本市や大規模イベントが開催されている。 
総面積140.000平方メートル、12.000名収容のアリーナも併設している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
参加のおすすめ   

 

  

 
予定視察先概要   

 

  



日

次 

月 日  発着地/滞在地名 発着現地

時刻 

交通機関名 摘要 食事 

1 2018年

9月25日

（火） 

 

羽田空港発 

 

バンコク着 

 

10:35 

 

15:05 

 

 

夕刻 

 

TG-683 

 

 

専用車 

 

専用車 

 

空路、直行便にてバンコクへ 

 

バンコク・スワンナプーム空港着 

バイテック視察（予定） 

 

専用車にて、市内レストランにて夕食 

夕食後、専用車にてホテルへ 

（バンコク泊） 

朝 

× 

 

昼 

機 

 

夜 

○ 

2 2018年

9月26日

（水） 

バンコク滞在  

 

午前 

 

 

午後 

 

夕刻 

 

 

 

専用車 

 

 

 

 

専用車 

 

ホテルにて朝食 

 

バンコク視察 

イベント会社（FLYING ELEPHANT)訪問（予定） 

IMPACT Arena, Exhibition and Convention Centre訪問 

イベント施設視察 

 

市内レストランにて夕食 

夕食後、ホテルへ 

（バンコク泊） 

朝 

○ 

 

昼 

○ 

 

夜 

○ 

 

3 2018年

9月27日

（木） 

バンコク滞在 

 

 

 

 

 

バンコク発 

シェムリアップ着 

 

 

 

 

午前 

 

午後 

 

17:40 

18:45 

 

 

 

 

専用車 

 

専用車 

 

PG-907 

 

ホテルにて朝食 

バンコク市内視察 

 ※視察先については調整中のため、 

8月下旬に改めてご連絡 

専用車にて空港へ 

 

空路、シェムリアップへ 

カンボジア・シェムリアップ空港着 

市内レストランにて夕食後、ホテルへ 

（シェムリアップ泊） 

朝 

○ 

 

昼 

○ 

 

夜 

○ 

 

 

4 2018年

9月28日

（金） 

シェムリアップ滞在  

 

午前 

 

午後 

 

夕刻 

 

 

専用車 

 

 

 

専用車 

 

ホテルにて朝食 

終日シェムリアップ視察 

 アンコールワット観光（下車） 

ホテルバンケット等視察 

 

夕食後、ホテルへ 

（シェムリアップ泊） 

朝 

○ 

 

昼 

○ 

 

夜 

○ 

5 2018年

9月29日

（土） 

 

シェムリアップ発 

 

バンコク着 

 

バンコク発 

 

羽田空港着 

 

9:45 

 

11:05 

 

13:00 

 

21:10 

専用車 

PG-924 

 

 

 

TG-660 

ホテルにて朝食後、空港へ 

空路、バンコクへ 

 

空港到着後、乗り継ぎ 

 

空路、羽田空港へ 

 

到着後、入国審査・通関後、解散 

朝 

○ 

 

昼 

機 

 

夜 

機 

   ※視察先につきましては、先方の状況により変更になる可能性がございます。 
※発着日時及び交通機関は変更になることがございます。 
【食事の表示】 朝：朝食、昼：昼食、夕：夕食、○：あり、×：なし、機：機内食 
【時間帯の目安】午前／09:00～12:00 午後／13:00～17:00 
        夕刻／17:00～19:00 夜／18:00～19:00   
【利用航空会社】 TG：タイ国際航空 PG：バンコクエアウェイズ 

  
日  程  表   

 

  



 
 

募集要項  
 

  
■旅行期間           ２０１8年９月２５日(火)～９月２９日(土) ４泊５日 

■旅行代金             お１人様  277,000円 
（航空機：エコノミークラス利用、ホテル：2名1室ツイン利用） 

※別途、航空会社の定める付加価値・料金である燃油サーチャージ（目安￥10,960 2018年6月8日現在) 

および羽田空港施設使用料・航空保険料・海外空港諸税等が別途必要となります。 

■募集人員             ２５名様（最少催行人員 15名様）  

■追加旅行代金       ビジネスクラス追加代金：お問合せ下さい。 1名1室利用追加代金：32,000円/4泊合計 

■利用予定日本発着航空会社 タイ国際航空 

■利用予定ホテル      バンコク   ：MONTIEN BANGKOK 

     シェムリアップ：ANGKOR PARADISE HOTEL 

■食事                 朝食4回、昼食3回、夕食4回（この回数に機内食は含まれません） 

■添乗員               全行程同行致します。 

■申込締切日            ２０１８年７月３１日（火）（ただし定員になり次第締め切ります。） 

旅行代金に 

含まれるもの 

① ①航空運賃：日程表に記載された区間（エコノミークラス）（この運賃に・料金には、運送機関の課す付加価値
運賃・料金を含みません。付加運賃・料金とは原価の水準の以上な変動に対応するため、一定の期間及び一定
の条件下に限りあらゆる旅行者に一律に課されるものです。）②宿泊代金：ホテル・ツインルーム（2名１室利
用）シャワー・トイレ付 （バスタブ付のお部屋になる可能性があります。） ③食事代金：日程表に明記の食
事代金（朝：4回、昼：3回、夕：4回 機内食は含みません）④視察費用：日程表に記載された視察関連費用  
⑤観光代金：日程表に記載された観光時のガイド代、入場料金 ⑥バス代金：空港ホテル間の送迎バス代金、観
光時・視察時バス代金 ⑦団体行動中の税金・チップ ⑧手荷物運搬代金：お一人様につき一個のスーツケース
など（ただし大きさは航空会社の規定内。詳しくは弊社担当にお尋ね下さい。） ⑨添乗員経費  
※上記代金はお客様の都合により、一部利用されなくても払い戻しいたしません。また為替レート変動により過
不足が生じても精算いたしません。 

旅行代金算出基準日：201８年6月8日 

旅行代金に 

含まれないもの 

① 航空会社の定める付加価値・料金(燃油サーチャージ目安10,960円)、羽田空港施設使用料2,570円   
羽田空港旅客保安サービス料100円 海外空港諸税（目安7,100円/2018年6月8日現在 )  
②旅券印紙代・証紙代有効期限5年のもの：11,000円、有効期限10年のもの：16,000円   ③個人的性格の
費用：日程に明示されていない飲食代、クリーニング代、電話代 ④手荷物超過料金 ⑤傷害、疾病に関する医
療費 ⑥任意の海外旅行傷害保険料 ⑦渡航手続代行料金(下記参照ください)、旅券申請書の作成代行（4,320
円） ⑧ビジネスクラス追加代金 ⑨1名1室利用追加代金  ⑩自宅～集合・解散場所間の交通費 
※上記の換算額は2018年6月8日現在の三菱ＵＦＪ銀行売渡レート／1.00ドル＝110.87円を基準にしています。   

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
■参加申込方法           別添参加申込書、パスポートコピーを近畿日本ツーリストコーポレートビジネス宛にご郵送又はＦＡＸにてお送り下さい。 

なお、申込書送付から5営業日までに申込金30,000円を下記宛にお振込下さい。 
期日までにお申込みいただくことで、正式なお旅行申込みとなります。 
期日までにお振込みが無い場合は、予約はなかったものとなります。 
申込金は旅行代金、取消し料、違約料の一部として取り扱います。 

振込先 

銀行名：三井住友銀行 すずらん支店 

口座名：株式会社近畿日本ツーリストコーポレートビジネス 

口座番号：（当座）7300515 

申込締切日 ２０18年７月３１日(火) （ただし、定員になり次第締め切ります。） 

 
■取消料              お申し込み後、お客様のご都合で参加を取消される場合、次の取消料をお支払いいただきます。 

 

 

 
 
■最終日程表            確定した航空機の便名や宿泊ホテル名が記載された最終日程表は、201８年8月下旬に交付します。 

                 

  

 

 

 

 パンフレット作成日：201８年6月8日 

管理番号：044918061011-K-PHP 

 

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって30日目から3日目までの取消 旅行代金の20％ 

旅行開始日の前々日以降旅行開始までの取消 旅行代金の50％ 

旅行開始後の取消または無連絡不参加の場合 旅行代金全額 

◆旅行企画・実施（申込・問い合わせ先）◆ 

株式会社近畿日本ツーリストコーポレートビジネス 第５営業支店 

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町1-13 住友商事神田和泉町ビル12階 

営業日・営業時間：（月～金）9:30～17:30（土･日･祝祭日は休みです） 
*休業日と営業時間外の取消・変更のお申出には対応ができませんので、翌営業日の受付となります。 

総合旅行業務取扱管理者※：大島一浩・宮脇正幸 
※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引責任者です。このご旅行の契約等に関し、担当者か
らの説明にご不明な点がございましたら、ご遠慮なく総合旅行業務取扱管理者にご質問ください。 

担当：志村・椿 電話：03-6891-9305 FAX：03-6891-9405 

■本コースは相部屋をお受け致します。 
ほかに相部屋希望の方がいらっしゃらないなど、部屋をお1人で利用される場合でも1名1室利用追加代金はいただきません。 

■旅券・査証について： 

 ２０１9年3月27日以降も有効なIC旅券をお持ちであることが必要です。 
 また、本旅行にはタイ・カンボジア出入国書類及び日本税関申告書が必要です。 
 出入国記録書類の作成は、別途渡航手続代行料金（6,480円）をいただいてお受けすることができます。 

■査証（ビザについて）： 
 カンボジア入国の際に、査証が必要になります。 
 現在お持ちの旅券が今回の旅行に有効かどうかの確認、旅券・査証申請はお客様の責任で行ってください。 

 査証申請につきましては、別途渡航手続代行料金（8,640円査証申請書作成、取得代行手数料+3,900円申請実費）を 
いただいてお受けすることができますので、担当者にお問合せ下さい。 

 ＊上記旅券、査証について日本国籍以外の方は自国・渡航先国の領事館、入国管理事務所にお問合せください。 

 



ご旅行条件書（海外旅行） 
■お申し込み 

(1)申込書に必要事項を記入の上､ご提出ください。同時に、おひとりにつき原則旅行代金の20％相当額以内の参加申込金

を所定の口座にお振込みください。申込金は、「旅行代金」「取消料」「違約料」のそれぞれ一部または全部として

取扱います。お客さまがご旅行申込書にお客さまのローマ字を記入される時は旅券に記載されているとおりをご記入

ください。お客さまの氏名が誤って記入された場合には航空券の発行替えのほか、宿泊機関等への連絡が必要となり

ます。この場合、当社はお客さまの交替の場合に準じて交替手数料（「■お客さまの交替」に記載）をいただきます。

なお、運送・宿泊機関により、氏名の訂正が認められず、旅行契約を解除いただく場合もあります。この場合、所定

の取消料（「■取消料のかかる場合」に記載）をいただきます。また、氏名の他に性別、年齢、国籍などが違った場

合も同様となりますので、ご注意をお願いいたします。 

(2)電話等の通信手段にてご予約の場合、当社が予約を承諾した日の翌日から起算して3営業日以内に申込書の提出と申込

金のお支払いが必要です。申込金のお支払いがない場合、当社は予約がなかったものとして取り扱います。（キャン

セルされる場合はご連絡をお願いいたします） 

(3)お申込みの時点において、満室、満席その他の理由で旅行契約の締結が直ちにできない場合、当社はその旨説明し、

お客さまの承諾を得て、お客さまが「取消待ち」状態でお待ちいただける期限を確認し、予約可能に向けて努力する

ことがあります。（以下「ウエイティング登録」といいます。）その際、「申込書」の提出及び申込金と同額を「預

り金」として申し受けます。当社は予約が完了した場合速やかにその旨を通知します。その時点で契約の成立となり、

「預り金」を「申込金」として取り扱います。但し、当社がその予約可能通知の前にお客さまから「ウエイティング

登録」の解除の申出があった場合、又はお待ちいただける期限までに結果として予約が不可能な場合は当社は「預り

金」を全額払戻します。なお、「ウエイティング登録」は予約の完了を保証するものではありません。 

(4)日程上実際に利用できない複数の予約（以下「重複予約」といいます。）は、「ウエイティング登録」の場合を除い

て、ご遠慮いただきますようお願いします。「重複予約」をされますと、航空会社・宿泊期間などの予約管理方針に

より、航空会社・宿泊期間などの定める基準に従って、「重複予約」の一方が自動的に取消となり、ご予約が取消さ

れる場合がございます。 

(5)健康を害している方、車椅子などの器具をご利用になっている方や心身に障がいのある方、食物又は動物アレルギー

のある方、妊娠中の方、妊娠の可能性のある方、身体障害者補助犬（盲導犬、聴導犬、介助犬）をお連れの方その他

特別の配慮を必要とする方は、お申込み時に参加にあたり特別な配慮が必要となる旨をお申し出ください。（旅行契

約成立後にこれらの状態になった場合も直ちにお申し出ください。）あらためて当社からご案内申し上げますので旅

行中に必要となる措置の内容を具体的にお申し出ください。当社は、可能かつ合理的な範囲内でこれに応じます。こ

れに際して、お客さまの状況及び必要とされる措置についてお伺いし、又は書面でそれらを申し出ていただくことが

あります。 

(6)当社は、旅行の安全かつ円滑な実施のために介助者又は同伴者の同行、医師の診断書の提出、コースの一部内容を変

更すること等を条件とすることがあります。また、お客さまからお申し出いただいた措置を手配することができない

場合は旅行契約のお申し込みをお断りし、又は解除させていただくことがあります。なお、お客さまからのお申し出

に基づき、当社がお客さまのために講じた特別な措置に要する費用は原則としてお客さまの負担とします。 

(7)当社は、旅行中のお客さまが疾病、傷害等により、保護を要する状態にあると認めたときは、必要な措置を講ずるこ

とがあります。この場合において、これが当社の責に帰すべき事由によるものではないときは、当該措置に要した費

用はお客さまの負担とし、お客さまは当該費用を当社が指定する期日までに当社が指定する方法で支払わなければな

りません。 

(8)15歳未満の方のご参加は、父母又は親権者の同行を条件とします。（但し一部のコースを除きます。）15歳以上20歳

未満の方のご参加は、父母又は親権者の同意書が必要です。 

(9)本旅行は株式会社近畿日本ツーリストコーポレートビジネスが企画・募集し実施する企画旅行で、参加される方は当

社と企画旅行契約を結んでいただきます。契約は、当社の承諾と上記申込金の受理をもって成立するものとし、成立

日は当社が申込金を受理した日とします。 

(10)通信契約により旅行契約の締結を希望されるお客さまとの旅行条件 

①当社は、当社が提携するクレジットカード会社(以下「提携会社」といいます)のカード会員(以下「会員」といいま

す)より、会員の署名なくして旅行代金の一部(申込金)等のお支払いを受けること(以下「通信契約」といいます)を

条件に、電話、郵便、ファクシミリその他の通信手段による旅行契約を締結する場合があります。ただし、当社が

提携会社と無署名取扱特約を含む加盟店契約がない等、または業務上の理由等でお受けできない場合もあります。 

②通信契約の申込みに際し、会員は申込みをしようとする「企画旅行の名称」「出発日」等に加えて「カード名」「会

員番号」「カード有効期限」等を当社にお申し出いただきます。 

③通信契約は、当社が契約の締結を承諾する旨の通知を発した時に成立します。ただし当該契約の申込みを承諾する旨

の通知をメール、FAX、留守番電話等で行う場合は、当該通知が会員に到着したときに成立します。 

④通信契約での「カード利用日」は、会員及び当社が企画旅行契約に基づく旅行代金等の支払または払戻債務を履行す

べき日とし、前者の場合は契約成立日、後者の場合は契約解除のお申し出のあった日となります。 

(11)当社は、お客さまが次の①から④のいずれかに該当したときは、お申込みをお断りすることがあります。 

① 他の旅行者に迷惑を及ぼし、または団体旅行の円滑な実施を妨げるおそれがあると当社が判断するとき。 

② お客さまが暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係者、暴力団関係企業又は総会屋その他の反社会勢力であると認

められるとき。 

③ お客さまが当社に対して暴力的な要求行為、不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動若しくは暴力を用いる行

為又はこれらに準じる行為を行ったとき。 

④ お客さまが流説を流布し、偽計を用い若しくは威力を用いて当社の信用を毀損し若しくは当社の業務を妨害する行

為又はこれらに準ずる行為を行ったとき。 

(12）その他当社の業務上の都合で、お申込みをお断りすることがあります。 

■お客さまが出発までに実施する事項 

海外安全情報について 

渡航先によっては、外務省より「海外安全情報」等、国又は地域の渡航に関する情報が出されている場合があります。詳

しくは以下をご確認ください。 

 外務省 海外安全ホームページ http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 外務省 海外旅行登録「たびレジ」 https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

 外務省 領事サービスセンター（海外安全相談班） 03－5501－8162 

渡航先に「海外安全情報」が発出された場合の取扱について 

レベル1：「十分注意してください。」 

イ 通常通り催行いたしますが、当社にて海外安全情報の書面をお受け取りください。 

ロ 契約成立後に取消された場合には、パンフレットに定める取消料をお支払いいただきます。 

レベル2：「不要不急の渡航は止めてください。」 

イ 原則催行いたしませんが、当社にて適切な「危険回避措置」が講じられると判断された場合に限り、 

催行いたします。その場合の対応はロ以下です。 

ロ 当社は海外安全情報の書面を交付し、危険回避措置に関する説明を行います。 

ハ 同一商品企画内かつ一定の条件の範囲内で、方面又は出発日を変更して参加していただく場合、 

従前の旅行に係る取消料は収受いたしません。 

ニ ご参加を取りやめる場合、契約に従い取消料をお支払いいただきます。ただし、目的とする観光地に 

行けないなど旅行内容に重要な変更（■旅程保証に掲げるもの）が生じた場合は、取消料を 

収受いたしません。 

ホ 渡航中に当該情報が発出された場合、危険回避措置のため契約内容を変更することがあります。 

レベル3：「渡航は止めてください。（渡航中止勧告）」 

レベル4：「退避してください。渡航は止めてください。（退避勧告）」 

 催行を中止いたします。 

衛生情報について 

 渡航先の衛生情報については、以下をご確認ください。 

 厚生労働省検疫所 海外で健康に過ごすために http://www.forth.go.jp/ 

 

■旅行代金のお支払い 

旅行代金の残額は、旅行開始日の前日から起算してさかのぼって60日目に当たる日以降21日目に当たる日（以下「基準

日」という）より前にお支払いいただきます。但し、基準日以降にお申込みをされた場合は、申込み時点又は旅行開始日

前の当社の指定した日までにお支払いいただきます。 

■旅行代金・追加旅行代金 

申込金、取消料、変更補償金の計算の基準となる旅行代金は、追加旅行代金を含めた代金をいい、追加代金とは、1人部

屋追加代金、ビジネスクラス追加代金、延泊による宿泊代金等をいいます。 

■確定日程表 

確定した航空機の便名や宿泊ホテル名（および添乗員が同行しない場合は現地手配代行者との連絡方法）などが記載され

た確定日程表は、ご出発の前日までに交付します。ただし、出発の７日前以降にお申込の場合は旅行開始日当日に交付す

ることがあります。なお、交付日以前であってもお問合せいただければ手配状況についてご説明いたします。 

■旅行契約内容・代金の変更 

(1)当社は天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等のサービス提供の中止、官公署の命令、当初の運行計画によらない

運送サービスの提供その他の当社の関与できない事由が生じた場合、契約内容を変更することがあります。またその

変更に伴い旅行代金を変更することがあります。著しい経済情勢の変動により通常予想される程度を大幅に越えて利

用する運送機関の運賃・料金の改定があった場合は旅行代金を変更することがあります。増額の場合は旅行開始日の

前日から起算してさかのぼって15日目にあたる日より前にお知らせします。 

(2)複数で申し込んだお客さまの一方が契約を解除したために他のお客さまが一人部屋となったときは契約を解除したお

客さまから取消料を申し受けるほか、一人部屋を利用するお客さまから一人部屋追加代金を申し受けます。 

 

 

 

■取消料のかかる場合(お客さまによる旅行契約の解除) 

お客さまは、下記の取消料を支払って旅行契約を解除することができます。 

旅行開始日が＊ピーク時の旅行であって、旅行開始日の前日から起算してさかの

ぼって40日目から31日目までの取消 
旅行代金の 10％ 

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって30日目から3日目までの取消 旅行代金の 20％ 

旅行開始日の前々日以降旅行開始までの取消 旅行代金の 50％ 

旅行開始後の取消または無連絡不参加の場合 旅行代金全額 

＊ピーク時とは12/20～1/7、4/27～5/6、7/20～8/31をいいます。 

①当社の責任とならないローン、渡航手続き等の事由によるお取消しの場合も表記取消料をいただきます。 

②取消料の対象となる旅行代金とは表記の旅行代金に追加代金を加えた合計額です。 

■取消料のかからない場合(お客さまによる旅行契約の解除) 

下記の場合は取消料はいただきません。(一部例示) 

①旅行契約内容に重要な変更が行われたとき。重要な変更とは「旅程保証」の項１～９に定める事項をいい 

ます。 ②旅行代金が増額された場合。 ③当社が確定日程表を表記の日までに交付しない場合。 

④当社の責に帰すべき事由により、当初の旅行日程通りの実施が不可能となったとき。 

■当社による旅行契約の解除 

次の場合当社は旅行契約を解除することがあります（一部例示） 

①お客さまの数が契約書面に記載した最少催行人員に達しなかったとき。この場合旅行開始日の前日から起算してさかの

ぼって、23日目（ピーク時は33日目）に当る日より前に旅行を中止する旨をお客さまに通知します。 ②旅行代金を期日

までにお支払いいただけないとき ③申込条件の不適合 ④病気、団体行動への支障その他により旅行の円滑な実施が不

可能なとき。⑤お客さまが■お申し込み(11)①から④のいずれかに該当することが判明したとき 

■当社の責任 

当社は当社または手配代行者がお客さまに損害を与えたときは損害を賠償いたします。お荷物に関係する賠償限度額は1

人15万円(ただし、当社に故意又は重大な過失がある場合はこの限りではありません。)。また次のような場合は原則とし

て責任を負いません、お客さまが天災地変、戦乱、暴動、運送、宿泊機関等の旅行サービス提供の中止、官公署の命令そ

の他の当社または手配代行者の関与し得ない事由により損害を被ったとき。 

■特別補償 

当社はお客さまが当旅行参加中に、急激かつ偶然な外来の事故により生命、身体または手荷物に被った一定の損害につい

て、旅行業約款特別補償規程により、死亡補償金として2,500万円、入院見舞金として入院日数により4万円～40万円、通

院見舞金として通院日数により2万円～10万円、携行品にかかる損害補償金(15万円を限度)(ただし、一個又は一対につい

ての補償限度は1O万円)を支払います。ただし、日程表において、当社の手配による旅行サービスの提供が一切行われな

い旨が明示された日については、当該日にお客さまが被った損害について補償金が支払われない旨を明示した場合に限り、

「当旅行参加中」とはいたしません。 

■旅程保証 

旅行日程に下記に掲げる変更が行われた場合は、旅行業約款(企画旅行契約の部)の規定によりその変更の内容に応じて旅

行代金に下記に定める率を乗じた額の変更補償金を支払います、ただし、一旅行契約について支払われる変更補償金の額

は、旅行代金の15%を限度とします。また、一旅行契約についての変更補償金の額が1,000円未満の場合は、変更補償金は

支払いません。変更補償金の算定基礎となる旅行代金とは、表記の旅行代金に追加代金を加えた合計額です。 

変更補償金の支払いが必要となる変更 
1件あたりの率(%) 

旅行開始前 旅行開始後 

１．契約書面に記載した旅行開始日又は旅行終了日の変更 1.5 3.0 
２．契約書面に記載した入場する観光地又は観光施設(レストランを含みます。)

その他の旅行の目的地の変更 
1.0 2.0 

３．契約書面に記載した運送機関の等級又は設備のより低い料金のものへの変更
(変更後の等級及び設備の料金の合計額が契約書面に記載した等級及び設備の
それを下回った場合に限ります。) 

1.0 2.0 

４．契約書面に記載した運送機関の種類又は会社名の変更 1.0 2.0 
５．契約書面に記載した本邦内の旅行開始地たる空港又は旅行終了地たる空港の

異なる便への変更 
1.0 2.0 

６．契約書面に記載した本邦内と本邦外との間における直行便の乗継便又は経由
便への変更 

1.0 2.0 

７．契約書面に記載した宿泊機関の種類又は名称の変更(当社が宿泊機関の等級
を定めている場合であって、変更後の宿泊機関の等級が契約書面に記載した
宿泊機関の等級を上回った場合を除きます。) 

1.0 2.0 

８．契約書面に記載した宿泊機関の客室の種類、設備、景観その他の客室の条件
の変更 

1.0 2.0 

９．前各号に掲げる変更のうち契約書面のツアー・タイトル中に記載があった事
項の変更 

2.5 5.0 

■お客さまの責任 

お客さまの故意又は過失により当社が損害を被ったときは、当該お客さまは損害を賠償しなければなりません。お客さま

は、当社から提供される情報を活用し、契約書面に記載された旅行者の権利・義務その他企画旅行契約の内容について理

解するように努めなければなりません。お客さまは、旅行開始後に、契約書面に記載された旅行サービスについて、記載

内容と異なるものと認識したときは、旅行地において速やかに当社、当社の手配代行者又は旅行サービス提供者にその旨

を申し出なけれぱなりません。 

■お客さまの交替 

お客さまは当社が承諾した場合、交替に要する実費（下記参照）および手数料として1万円をお支払いいただくことによ

り交替することができます。 

(1) エコノミークラス利用の場合（上位クラスへ変更の場合も適用）また下記（ ）はこども。 

北米（ハワイ含む）・中南米・ヨーロッパ（ロシア除く）・アフリカ・中東･･･17,500（13,200）円 

アジア（韓国除く）・ロシア・ミクロネシア・オセアニア・南太平洋・中国･･･10,000（7,500）円 

韓国･･･6,000円（4,500）円 

(2) ビジネスクラス・ファーストクラス利用の場合 全方面･･･1,000円（大人・こども共通） 

＊航空会社により上記金額と異なる場合がありますが、その場合は別途明記いたします。 

■海外旅行保険について 

病気、けがをした場合、多額の治療費、移送費等がかかることがあります、また、事故の場合、加害者への賠償金請求や

賠償金の回収が大変困難なのが実情です。これらの治療費、移送費、また、死亡・後遺障害等を担保するため、お客さま

ご自身で充分な額の海外旅行保険に加入することをお勧めします。海外旅行保険については係員にお間い合わせください。 

■お買い物案内について 

お客さまの便宜をはかるため、観光中・送迎中にお土産店にご案内することがあります。当社では、お店の選定には、万

全を期しておりますが、購入の際には、お客さまご自身の責任でご購入ください。当社では、商品の交換や返品等のお手

伝いはいたしかねますのでトラブルが生じないように商品の確認およびレシートの受け取りなどを必ず行ってください。

免税払い戻しがある場合は、ご購入品を必ず手荷物としてお手元にご用意いただき、その手続きは、お土産店・空港にお

いて手続き方法をご確認のうえ、お客さまご自身の責任で行ってください。ワシントン条約又は国内諸法令により日本へ

持ち込みが禁止されている品物がございますので、ご購入には十分ご注意ください。 

■事故等のお申出について 

旅行中に、事故などが生じた場合は、直ちに最終日程表でお知らせする連絡先にご通知ください。(もし、通知できない

事情がある場合は、その事情がなくなり次第ご通知ください。) 

■個人情報の取扱いについて  ※ＥＵ在住の方はお問い合わせください。 
イ．当社およびご旅行をお申込みいただいた受託旅行業者（以下「販売店」）は、旅行申込みの際にご提出いただいた個

人情報について、お客さまとの連絡や運送･宿泊機関等（海外の機関等を含む）の手配のために利用させていただくほ

か、当社の旅行契約上の責任、事故時の費用等を担保する保険の手続き上必要な範囲内において当該機関等に提供いた

します。 

 また、旅行先でのお客さまのお買い物等の便宜のため、お客さまのお名前、パスポート番号および搭乗される航空便等

に係る個人情報を、電子的方法等で海外免税店等の事業者に提供いたします。 

  お申込みいただく際には、これらの個人情報の提供についてお客さまに同意いただくものとします。 

ロ．当社は当社が保有するお客さまの個人情報を商品開発や商品案内など販売促進活動、お客さまへのご連絡や対応のた

めに、当社グループ企業および販売店と共同利用させていただきます。 

 当社グループ企業および販売店が共同利用する個人情報は以下のとおりです。 

 住所、氏名、電話番号、年齢、生年月日、性別、商品購入履歴、メールアドレス、旅券番号 

ハ．上記のほか、当社の個人情報の取り扱いに関する方針については、当社の店頭またはホームページでご確認ください。 

■募集型企画旅行契約約款について 

この条件に定めのない事項は当社旅行業約款(募集型企画旅行契約の部)によります。当社旅行業約款をご希望の方は、ご

請求ください。当社ホームページhttp://www.knt.co.jp/operate/jyoken/からもご覧になれます。当社はいかなる場合も

旅行の再実施はいたしません。この書面は、旅行業法第12条の４による取引条件説明書面になります。また旅行契約が成

立した場合は、旅行業法第12条の５により交付する契約書面の一部になります。 

 

 

 

 

 



FＡＸ：03－6891―9405 担当：志村・椿 行  
株式会社近畿日本ツーリストコーポレートビジネス 第5営業支店宛 別紙パンフレットに記載の旅行条件に同意します。 

また旅行手配のために必要な範囲内で運送・宿泊機関等（海外の機関等を含む）、保険会社へ個人情報の提供について同意のうえ、以下の旅行に申し込みます。 

※この申込書は渡航書類を作成する基本データになります。もれなく正確に楷書でご記入ください。 

※FAXによるご送付も受付けておりますが、着信確認のお電話をお願いいたします。(TEL:03-6891-9305) ※各代行手数料には消費税８％が含まれております。                               

 展示会/コンベンション現況調査団（タイ・カンボジア） 

 ご参加申込書 

７/３１（火） 

申込締切 

ﾌﾘｶﾞﾅ 姓 名 
□男性 

□女性 

国籍 喫煙について 

氏 名 

(漢字) 
  

□ 日本国籍 

□ 外国籍(       ) 

□ 喫煙 

□ 禁煙 

パスポート

のローマ字 

姓/Surname 名/Given Name 生年 

月日 

西暦    年   月   日 

(□昭和 □平成   年) 

ﾌﾘｶﾞﾅ 〒    － 

ご自宅 
 

TEL:     －      － 

勤務先 

会社名  部課所名  

（英文）  （英文）  

役職  
職 業 

□会社員 □会社役員 □会社社長 □公務員 

□団体職員 □団体役員 □学生 

□その他(            ) （英文）  

ﾌﾘｶﾞﾅ 〒    － 

所在地 
 

  

TEL:    －     －     FAX:   －     －         携帯電話:   ―     －       

E-mail                @               パソコンからのメール受信可能なアドレス 

弊社からの 

日中のご連絡先 

□ご本人   ⇒  □E-Mail  □携帯電話   □勤務先   □ご自宅 

□ご担当窓口(       様宛) ⇒ □E-Mail           ＠       □TEL:  -    -      

書類送付先 
について 

□ご本人様(□所属先 □現住所) 
□窓口ご担当者様(お名前：       部署役職：        電話： 
住所：〒                                  ) 

請求書送付先 
について 

□ご本人様(□所属先 □現住所) 
□窓口ご担当者様(お名前：       部署役職：        電話： 
住所：〒                                  ) 

渡航中の国内連絡先 

(ご家族に限ります) 
氏名 

(続柄:        )★ご家族に限ります。 

住所: 

TEL:   -   -    

【パスポート】 ２019年3月27日以降も有効なパスポートをお持ちですか？ 

□ 持っている ⇒ 有効期間満了日：    年   月  日  当参加申込書とあわせてパスポートコピーをお送りください。 

□ 持っていない⇒取得日:   月  日  受領次第、パスポートコピーをお送りください。 

【査証(ビザ)】 有効なカンボジア査証をお持ちですか？ 

□ 持っている⇒ 有効な査証をお持ちの場合、コピーをお送りください。 有効期限:   年   月   日 

□ 持っていない、または申請中⇒ □自身で取得する 取得日：     年    月    日 

              □近畿日本ツーリストコーポレートビジネスに申請代行を依頼する   

         8,640円(査証申請書作成＋取得代行手数料) + 3,900円(申請実費)かかります 

出入国書類作成 □ 依頼しない □ タイ、カンボジア出入国書類及び日本税関申告書作成を依頼する(別途6,480円) 

お部屋について □ シングル利用(別途32,000円/4泊合計)  □ ツイン利用  同室希望者          様 

国際線ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾗｽ 
□希望しない □希望する(別途180,000円程度) ⇒ 座席希望： □通路側 □窓側 □希望なし  
                               ※ご希望に沿えない場合がございます。 

★上記は6/12現在の料金でございます。料金変動制のため、ご希望の際はお問合せください。 

海外旅行保険 
□株式会社近畿日本ツーリストコーポレートビジネスに申込みする ⇒後日パンフレットをお送りいたします。  
□申込しない（□自己手配 □全く加入しない □その他） 

備  考 
 



 

ＦＡＸ：03-6891-9405 担当：志村・椿行        返信期限 7月31日(火)必着 

展示会/コンベンション現況調査団（タイ・カンボジア） 

パスポートコピー貼付け用紙 

氏 名 
※申込書と２枚に分かれますので、お手数ですが再度お名前をフルネームでご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前の訂正をおこなった方は追記ページもあわせてお送りください。 
※2014年3月20日以降に変更手続きされた方には追記ページはありません。 

（新しい旅券が発給されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のご旅行に際し、有効なパスポートの顔写真ページコピーを 

下記に貼付けてお送りください。 
※パスポート申請/更新等の都合上返信期限以降となる場合、受領次第、速やかにご返信ください。 

2012 


